クウ ォ ン タム ・ リ ー プ ・ セ レブ レー ショ ン 一 ニュ ー メ キシ コ 州 
タオ ス : 

トバ イア ス (チャ ネル 1) 

クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル 2007 年 9 月 17 日 


そし て 、 こ の よう に (And so it is) 、 親愛 な る シャ ー ン ブラ 。 そ 
し て 、 こ の よう に 。 ( 聴 軍 、 歓 声 と 拍手 ) 


アテ ンション ・ プ リー ズ ( 笑 ) 。 ご 注目 お 願い し ます ! これ は 
あな た が た の 車掌 の 声 で す 一 トバ イア ス 、 ア ダマ ス ・ セ ント ・ 
ジャ ー メ イン 、 ク ツ ミ の 一 古い エネ ルギー の 列車 が 、 あ と 9 時 
間 で 、 新しい エネ ルギー の 駅 の ホー ム へ 入る こと を 、 あな た が た 
に お 知ら せ す る チャ ネリ ング で す 。 起き て くだ さい 、 シャ ー ン ブ 
ラ 、 列 車 は お よそ 9 時間 で 、 駅 へ 到着 し ます 。 


私 た ちの 旅 


アー ク の オー ダー か ら の 旅 、 こ の 、 と き に 遅く て 、 と き に と て も 
古風 で 、 難 し い 列 車 で の 旅 は 、 長い も の で し た 。 私 た ち が 、 前 の 
駅 を と も に 出発 し て 、 誰 も 行き 先 の 分 か ら な い 旅 を 続け る こと を 
選ん だ の は 、 大 昔 の こと に 思わ れ ま す 。 一 緒 に 参加 する こと を 選 
び 、 力 を 合わ せ 、 私 た ちの エネ ルギー を 、 こ の 地球 と 呼ば れる 場 
所 へ 、 降 下さ せる こと に よっ て 、 天界 の 意識 を 拡大 する と いう 、 
この 和 驚く よう な 経験 の 重要 な 一 部 に な る こと を 、 選 びました 一 
私 た ち 自 身 を 、 物 質 の 中 へ 降ろ すこ と に よっ て 一 アー ク の オー 
ダー に ある 、 あ の 駅 を 出発 し 一 この 旅 に 、 と も に 加わ り ま し た 。 
それ は 、 と て も 昔 の こと に 思え ます 。 で も 今 、 次 の 駅 へ 入っ て 来 
て いる 間 に 、 私 た ち が 共 有 し て 来 た 、 た くさ ん の 、 た くさ ん の 生 
涯 の 全体 を 、 振り 返っ て み ま し ょ う 。 私 た ち を この 地点 へ 連れ て 
来 た 、 試練 や 苦難 を 、 振 り 返 っ て み ま し ょ う 。 


憶え て いま すか ー あな た が た の 何人 か は 、 憶 えて いる で し ょ う 
ー 私 た ち が 、 ア トラ ン テ ィ ス を 体験 し た 時 代 の こと を ? 一 緒 
に 生活 し た り 、 シ ェ ア し た り 、 身 体 と マイ ンド を 順応 させ た り 、 
心 を 開い て 、 私 た ち 自 身 に つい て も っ と 発見 し た り 、 人 間 で ある 
こと に つい て 、 も っ と 学ぶ と いう 、 驚 く よ う な 冒険 で し た 。 


それ より も さら に 前 に 、 あ な た が た の 何人 か は 、 こ の 列車 が 、 レ 
ムリ ア の 時 代 を 通っ た 時 の こと を 、 思い 出す か も 知れ ませ ん 。 通 
過 中 の 列車 の 窓 か ら 、 生物 学 的 な 存在 の 、 驚く よう な 種 の 数 々 を 
な が め る の は 、 どん な に 面白 か っ た こと で し ょ うー 生物 学 的 な 
存在 に な る と 、 ど ん な 感じ が する の か を 想像 し て 一 それ か ら 、 


その 中 の 肉体 の ー つ に な る の は 、 どん な 感じ が する の か を 、 まさ 
し く 発見 し まし た 。 ある い は お そら く 、 多 く の み な さん は 、 私 た 
ち が と も に 旅 し た 、 そ の 部 分 の こと は 、 大 昔 の こと だ っ た の で 、 
憶え て いな い の で す 。 


私 た ち が 乗っ て いる 、 と て も ユニ ー ク な 、 こ の 多 次 元 の 列車 は 、 
時 間 と 空間 と 呼ば れる も の で す 。 私 た ち が 一 緒 に いる 、 この と て 
も 直線 的 な 、 線路 の 上 を 走る 列車 の 、 客室 の 内 部 で は 、 こ の と て 
も 遅い 動き の 、 時 間 と いう 原動力 と 、 こ の と て も や っ か いな 、 空 
間 と いう 要素 が あり ます 。 で も 私 た ち は 、 その 内 部 で 生き る こと 
を 、 学ん で 来 ま し た 。 私 た ち は そ の 内 部 で 、 私 た ち 自 身 と 、 お 互 
い に つ いて 、 よ り 多 く を 発見 する こと を 、 学ん で 来 ま し た 。 私 た 
ち は 、 レ ムリ ア を 通過 し まし た 。 こ の 列車 は 、 アトランティス を 
通過 し まし た 。 私 た ち は と も に 、 意識 の シフ ト の 時 、 お よそ 紀元 
前 6 30 年 に 、 停 車 し まし た 。 


お 分 か り の よう に 、 私 た ちの 列車 の 旅 の 道すがら 、 いつ く か の 移 
行 (シフ ト ) や 、 変 化 が あり まし た 。 と きど き 脇 道 を 通っ た り 、 
と き に は 低い 道 を 通り まし た 。 紀元 前 6 3 0 年 に 、 この 「 古 い エ 
ネル ギー の 人 間 」 と 呼ば れる 列車 の 上 で 、 私 た ち 全員 が その 一 部 
だ っ た 、 意識 の シフ ト が あり まし た 。 その 意識 の シフ ト が 、 二 千 
年 前 の 、 イ エ シ ュ ア の 時 代 に 、 私 た ち を 連れ て 来 ま し た 。 も う 一 
つの 変化 、 も う 一 つの 移行 、 多 く の あ な た が た が た っ た 今 、 昨日 
の こと の よう に 感じ 、 憶え て いる こと で す 。 な ぜ な ら イ エ シ ュ ア 
の エネ ルギー、 サナ ンダ の オー ダー は 、 実に 一 部 一 私 た ちの 旅 
の 最後 の 行程 の 、 重 要 な 一 部 だ か ら で す 。 


意識 の 風景 を 通り 過ぎ る に し た が っ て 、 私 た ち は と も に 、 他 の 移 
行 や 変化 を 、 経験 し まし た 。1 6 世紀 前 半 。 産業 革命 後 の 1 9 世 
紀 後 半 。 あな た が た の ほとん ど は そこ に いて 、 そ れ も ま た 、 経験 
し まし た 。 それ か ら 再 び 、 こ の まさ に 、 第 二 次 世界 大 戦 直 後 の 意 
識 と 呼ば れる 、 も う 一 つの シフ ト を 目 に し まし た 。 人 類 が 、 前 進 
する こと を 選ぶ こと を 決定 し た 時 に は 、 人 々 の 間 の 平和 と 呼ば れ 
る も の を 、 何と か し て 見 つけ よう と 選択 する の が 、 常 で し た 。 お 
互い を 破壊 し た り 、 世界 を 征服 し よう と する より も 、 人 類 は 、 と 
も に 生き 、 働 き 、 協 力 す る こと を 選ぶ の が 常 で し た 。 今や も う 、 
ある 国 や 、 あ る 一 人 の リー ダー や 、 あ る グル ー プ の 人 々 が 、 世界 
を 征服 する の は 、 不 可能 で ある こと に 、 気づい て いま し た か ? 
私 た ち 全員 が 、 第 二 次 世界 大 戦 直 後に 目 に し た 、 意識 の シフ ト の 
お か げ で 、 そ れ は で き な い の で す 。 


その 他 の 移行 も あり まし た 。 私 た ち が 今 、 ク ウォ ンタ ム ・ リ ー プ 
駅 へ 、 到着 する 準備 を し て いる 途中 で 、 あな た が 、 身の回り の 品 
を まとめ 始め て いる 途中 で 、 他 の 移行 の いく つか を 、 思い 出す か 
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も 知れ ませ ん 。 あな た が た の と て も 多く が 、 積極 的 な 役割 を 果 た 
し た 、1960 年 代 と 、197 0 年 代 前 半 の 移行 。 意識 を 、 そ の 
中 核 の レベ ル で 変え た こと 。 戦争 と 呼ば れる も の を 、 拒否 し た こ 
と 。 新しい (オル タナ ティ ブ な ) ヒー リン グ の 技法 や 、 新しい 意 
識 の 技法 、 瞬 想 の よう な も の を 使っ て ・・・ 何 人 か の みな さん は 、 
ドラ ッ グ の よう な も の を 使っ て ・・・ あ な た が た の 意識 を 開い た 
こと 。 で も 、 事 実 、 あ な た が た は 意識 を 開き まし た ! と きど き 、 
それ は 列車 の 旅 を ほん の ちょ っ と だ け 、 い い 気 分 に し まし た が 
( 笑 ) 、 で も 遅かれ 早かれ (トバ イア ス 楽 し ん で いる ) 、 自 然 な 
バラ ンス に 戻っ て 来 ま し た 。 


千年 紀 の 終わ り に 起き た 移行 一 1999 年 一 興味 深い こと 
で すね 、 シ ャ ー ン ブラ 。 1 9 9 9 年 の 8 月 に 、 シ ャ ー ン ブラ が 、 
公式 の 集まり を 再開 し た の は 、 興 味 深い こと で す 。 一 番 最後 の 、 
そし て 最大 級 に な る で あろ う 、 意識 の 移行 の た め に 、 こ の 7 年 、 
ある い は 8 年 の 間 に 起 き て 来 た こ と の た め に 、 と も に 集まり まし 
ただ 。 


さて 、 私 た ち は ク ウォ ンタ ム ・ リ ー プ 駅 へ 、 ます ます 近づい て 来 
て いま す 。 私 た ちの 全員 に と っ て 、 あ と た っ た の 数 時 間 で す 。 私 
た ち が と も に 分 か ち 合っ て 来 た 、 特に 、 シャ ー ン ブラ の 旗 の 下 に 
戻っ て 来 た 、 こ の 人 生 の 旅 を 、 振り 返っ て み ま し ょ う 。 困難 は 、 
確か に まだ そこ に あり ます が 、 旅 の 最後 の 行程 は 、 常に 、 最も 大 
変 な も の で す 、 お 分 か り で すね 。 


あな た が た が この 素晴らし い 旅 に 出 た 時 、 あな た が た が その 列車 
に 乗り 込ん で 、 ア ー ク の オー ダー を 去り 、 地 球 へ や っ て 来 た 時 、 
ああ 、 あな た が た は 興奮 し た も の で す 。 肉体 の 存在 に な る の は ど 
ん な も の な の か 、 あ な た が た は 大 志 や 夢 を 抱き まし た 。 で も 、 ま 
さ に この 旅 の 最後 の 部 分 で 、 エン ジン が 疲労 する 時 、 私 た ち が 旅 
を する た め に 乗っ て いる 貨車 が 、 古く な り 、 キー キー いっ て 、 だ 
め に な り そ う な 時 、 あ な た が た は 、 それ が も う 、 役に立た な いこ 
と を 知り まし た 。 あな た が た は 、 遥か に 壮大 な 何 か ー スピ リ チ 
ュ ア ル な 技術 (テク ノロ ジー) が ある こと を 、 知り まし た 。 それ 
が ある こと を 、 知っ た の で す 。 そこ が 最も 困難 な 箇所 で す 。 その 
た め に この 1 0 年 間 は 一 私 た ち 全員 が 乗っ て 来 た 、 こ の 美しい 
乗り 物 の 、 旅 の 全体 に 比べ れ ば 、 それ は ほん の まばたき や 、 剛 光 
で 一 その た め に 最も 困難 だ っ た の で す 。 


あな た が た は 、 意識 の 追い 上 げ を 図っ て 来 た の で す 。 あな た が た 
は 、 こ の 全体 の 旅 が 、 終わ り に 近づい て いる こと を 、 知っ て いま 
し た 。 古い エネ ルギー の 意識 に いる うち に 、 で きる 限り 多く を 学 
ん で お こう と 、 努力 し て 来 ま し た 。 まだ 古い エネ ルギー に いる う 
ち に 、 最 大 の チャ レン ジ の 幾つ か を 、 自 分 自身 に 与え て 来 ま し た 。 


あな た が た の 何人 か は 、 古い エネ ルギー の 貴重 な 諸相 (アス ペク 
ト ) の 数 々 を 愛し て いて 、 将来 、 も の ご と は 二度と 同じ よう に は 
な ら な いこ と を 知っ て いた の で 、 こ の 終わ り の 時 期 に 、 で きる 限 
り 経 験 を 蓄え よう と し まし た 。 


あな た が た の と て も 多く が 、 単純 に 、 限界 まで 行く の は どう いう 
こと な の か 、 自分 自身 の 内 側 の 、 古い 意識 の 境界 へ 行く の は どう 
いう こと な の か 、 を 発見 する た め に 、 人 生 の チャ レン ジ や 困難 を 、 
経験 し て 来 ま し た 。 あな た が た の 何人 か は 、 こ れ ら の 新しい エネ 
ルギー の 意識 の 役割 を も 、 他 の 人 た ちの た め に 引き 受け て 、 彼ら 
の 変化 する と ころ や 、 育ち つつ ある 自己 を 感じ 、 彼ら の 変わ り ゆ 
く 意識 を 感じ 、 文字 通り 、 彼ら の エネ ルギー を 自分 の 内 側 に 引き 
受け て 来 ま し た 。 で も 、 今 私 た ち は 、 シ ャ ー ン ブラ 、 最後 の 時 間 
に 、 私 た ち が 地 球 上 の 古い エネ ルギー の 意識 と 呼ぶ も の の 、 最後 
の 時 間 に い ます 。 


tp 
=) 識 
EH 


意識 と は 本 当 は 何 な の か 、 見 て み ま し ょ う 。 意識 は 、 気づき ( ア 
ウェ ア ネ ス ) で す 。 マイ ンド (頭脳 ) か ら 来 る 気づき だ け で は な 
く て 、 あ な た の すべ て の 部 分 か ら 来る 、 気づき で す 。 あな た が た 
の 何人 が 、 最近 、 ち ょ うど そこ の 胃 の 中 に 、 そ れ を 感じ た で し ょ 
うか ? ちょ うど そこ に 。 それは 意識 で す 。 意識 は 、 あ な た の 肉 
体 に 影響 を 及ぼ し て いま す が 、 あな た は 何 か を 感じ て いる わけ で 
す 。 あな た が た の 何人 が 、 それ を 肩 の 中 に 感じ まし た か ? 背 

の 中 は どう で すか ? あな た が た の 何人 が 、 それ を 夢 の 中 で 感じ 
まし た か ? 空想 (イマ ジ ネ ー シ ョ ン ) の 中 で 感じ まし た か ? 

それ は すべ て 、 意識 一 気づき の 一 部 で す 。 気づき 。 あな た の 外 
側 の 環境 へ の 気づき 、 他 の 人 々 へ の 気づき 。 で も 、 こ の 最終 ステ 
ー ジ で は 、 あ な た の 純粋 な 自己 (セル フ ) へ の 気づき が あり ます 。 


と り わ け こ こ 数 年 間 は 、 あ な た が た は 、 自 分 に つい て 学ぶ た め に 、 
大 き な 限 界 へ 向かっ て いま し た 。 純粋 な 自己 や 、 人 間 の 自己 や 、 
自己 の 間 や 、 自己 の 潜在 可能 性 や 、 自 己 が 愛す る こと や 、 自己 が 
嫌がる こと に つい て 、 学び まし た 。 それ ら す べ て の こと は 、 この 
気づき 、 こ の 意識 を 得る た めで し た 。 


ここ 数 年 の 間 、 あ な た は 加速 され た ペー ス で 、 自 分 自身 に つい て 、 
多く を 学ん で 来 ま し た 。 私 た ち は 、 それ が 困難 だ っ た こと を 知っ 
て いま す 。 私 た ち は 、 と きど き あ な た が た が 怒っ て 、 こ の 列車 の 
車掌 で ある 私 た ち が 、 あな た が た の た め に 処理 する べき だ 、 と 思 
っ て いた の を 、 知っ て いま す 。 で も 思い 出し て くだ さい 、 私 た ち 
が 古い 駅 を 出発 し た 時 に 、「 私 た ち は 、 あ な た の 代わ り に 、 し て 
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あげ る こと は で きま せん 」 と 言い まし た 。 私 た ち は 、 導く 助け の 
た め に そこ に いま し た ・・・ 安 心 さ せる た め に そこ に いま し た ・・・ 
あな た の チケ ッ ト を 回 収 す る た め に そこ に いま し た ・・・ 私 た ち 
全員 が と も に 、 新しい エネ ルギー の クウ ォ ン タム ・ リ ー プ 駅 へ 辿 
り 着く こと を 、 確証 する た め に そこ に いま し た 。 で も 、 それ を す 
る の は 、 あ な た が た 次 第 だ っ た の で す 。 


私 た ちの エン ジニ ア 


お お 、 と ころ で 、 私 た ち が ア ー ク の オー ダー を 去っ て 以来 の 、 こ 
の 列車 の エン ジニ ア は 、「 メ タ ト ロ ン 」 主任 で し た 。 こ の 意識 の 
列車 の 、 主任 エン ジニ ア で す 。 彼 は 、 あ な た の スピ リッ ト の 声 で 
し た 。 それ は あな た で し た 。 それ は 、 こ の 列車 を 導く 助け を し て 
いる 、 メタ トロ ン と 呼ば れる 存在 を 通し た 、 あ な た が た の シャ ウ 
ド で し た 。 こ の 存在 が 一 貫 し て 、 常 に そこ に いた 理由 は 、 そ れ が 、 
あな た が た を 代表 し て いる か ら で す 。 ほん の 数 時 間 以 内 に 、 私 た 
ち は ク ウォ ンタ ム ・ リ ー プ 駅 に 到着 し よう と し て いま す 。 メタ ト 
ロン は 前 進 し ませ ん 。 メ タ ト ロ ン は 先 に 進み ませ ん 。 な ぜ な ら 、 
メタ トロ ン 、 あ な た の スピ リッ ト の 声 は 、 変容 する か ら で す 。 私 
た ち は 、 未だ か つて な い ほ ど 、 よ りあ な た らし い 、 新しい エン ジ 
ニア を 迎え る こと に な り ま す 。 そし て 、 これ まで は メタ トロ ン だ 
っ た 、 そ の エン ジニ ア の 名 前 は 、 ヨ ハム (Yo-ham) で す 。 


ヨハ ムー あな た 、 神 。 神 な る 人 。 も う 、「 ま あ 、 な る よう に な 
る さ 」 な ん て 言わ な いで くだ さい 。 それは 本 当 に 、 この 列車 の あ 
な た が た の 車掌 に と っ て は 、 黒 板 を 爪 で ひっ か く 音 の よう で す 
( 笑 ) ! 「 ま あ 、 な る よう に な る さ 。」 それ は 、 古い エネ ル 
ギー の 物言い で す 。 な ぜ な ら 、 新 し い エ ネル ギー で は 、 そ れ は 「 私 
が 創造 する も の が 、 私 で す 。 私 が 選ぶ も の を 、 私 は 経験 し ます 。 
私 は 、 私 で ある も の すべ て で す 」 に な り ま す 。 も う 、「 ま あ 、 な 
る よう に な る さ 」 は た くさ ん で す 。 それ は 、 古 い 意識 の マス 目 ( グ 
リッ ド ) や 流れ に 沿っ て 流さ れ て 、 た だ 身 を まかせ る だ け の 人 の 
た め の 言葉 で す 。 意識 の 流れ が 、 人 々 を 打ち つけ 、 導き 、 押し 流 
すま ま に し て 、 そ れ で も 思慮 の ある 意識 も 、 選択 も 、 創造 者 と し 
て の 主権 (creatorship) も な く 。 


新た な 可能 性 


さて 、 私 た ち は 、 あ と 少し で 駅 へ 到着 し て 、 こ れ か ら 何 が 起き る 
の で し ょ う ? そう で すね 、 私 た ち は い くつ か 手がかり を 差し 上 
げ ま し ょ う 。 残 り の 人 類 は 、 必 ず し も この 列車 に 乗っ て いま せん 。 
彼ら に 変化 を 期待 し な いで くだ さい 。 彼ら は 彼ら の 列車 に 乗っ て 


いて 、 彼ら 自身 の 時 間 で 進ん で 、 二 元 性 の エネ ルギー に 留まる で 
し ょ う 。 彼ら が 選ん で いる こと な の で 、 彼ら を 尊重 する の は 大 事 
な こと で す 。 彼ら が 経験 の 一 部 と し て 、 も の ご と を 選ん で いる の 
を 理解 する こと は 、 大 事 な こ と で す 。 で すか ら 、 彼 ら の 列車 の 、 
古い エネ ルギー の 世界 に 、 変 化 を 期待 し な いで くだ さい 。 そ れ は 、 
彼ら を 変え よう と する こと で は な く て 、 あな た が た が 通り 抜け て 
いる 、 変容 に つい て で す 。 私 た ち が 、 も う 少 し で 新しい エネ ル ギ 
ー の 駅 に 到着 する こと で 、 あな た の 可能 性 、 あな た の 可能 性 が 著 
し く 増 える こと を 、 理 解 し て くだ さい 。 


私 た ち は 、 可能 性 と し て の それ 、 こ れ ら の すべ て の 泡 、 あな た が 
手 に する こと が で きる 、 これ ら す べ て の 相 と し て 、 それ を 見 る の 
が 好き で す 。 他 の 誰か に よっ て 、 創 ら れ た の で は な く て 、 あ な た 
が た が 創造 し た も の で す 。 それ ら は 、 あな た が た の 未来 で す 。 そ 
れ ら は 、 あ な た が た の 次 の 瞬間 で す 。 それ ら は 、 あ な た を 阻止 し 
た り 、 落ち 込ま せ た り 、 引き 戻 そ うと し た りす る も の で は あり ま 
せん 。 それ ら は あな た の 可能 性 で す 。 この 古い エネ ルギー の 列車 
の 上 で は 、 制限 され た 可能 性 の 集合 と 、 あな た の 次 の 瞬間 や 、 こ 
れ か ら の 日 々 や 年 月 が どん な 風 に な る の か の 、 有限 の 、 きっ ちり 
と 定義 され た 集合 に よっ て 、 あな た が た は 機能 し て 来 ま し た 。 で 
も 、 新しい エネ ルギー で は 、 あ な た の 可能 性 は 指数 的 に 、 次 元 間 
的 に 、 そ し て 何より 素晴らし く 増 えま す 。 


さて 初め は 、 あな た は 認識 し な いか も 知れ ませ ん 。 あな た は 、 「 彼 
ら は 何 の こ と を 話し て いた ん だ ろう 、 これ ら す べ て の 可能 性 な ん 
て ? 私 に は 何もかも 、 同じ に 見 える けど 」 と 言う か も 知れ ませ 
ん 。 で も 、 ど うか そこ で 、 立ち 止ま っ て くだ さい 。 その 瞬間 で 立 
ち 止 まっ て くだ さい 、。 深呼吸 を し て くだ さい 、 ヨ ハム 。 あ な た で 
ある 、 神 よ 。 あ な た は 、 二 元 的 な 三次 元 の 可能 性 の 領域 の 外 へ 、 
拡がる こと が で きる の を 、 思い 出し て くだ さい 。 新しい 可能 性 の 
ー 揃 い は 、 こ れ か ら 、 私 た ち が 定 義 し よう と する も の で さえ 、 な 
い の で す 。 それ ら は と て も 新しい の で す 。 それ ら は と て も 、 か け 
が え の な いも の で す 。 私 た ち は そ れ を 、 人 間 の 言葉 一 直線 的 な 
言葉 と 、 関 連 づ け よ うと は し な いで し ょ う 。 


この 列車 の 旅 で 、 それ ほど 前 の こと で は な いで す が 、 私 た ち が 定 
義 し な いこ と に つい て 、 話し た の を 憶え て いま すか ? ( 訳 計 : テ 
ィ ー チ ャ ー・ シ リー ズ シャ ウド 9 を 参照 ) 黙っ て 聞い て くだ 
さい よ ? ( 聴 素 と トバ イア ス の 笑い 声 ) 許す こと 、 拡大 する こ 
と 、 言 葉 の 必要 性 を 超え る こと 。 で すか ら 行 き 詰まり を 感じ た り 、 
制限 を 感じ た り 、 自分 を 小さ く 感 じ た ら 、 そ この と ころ で 、 立ち 
止ま っ て くだ さい 。 ヨ ハム よ 。 深く 呼吸 し て くだ さい 。 その 可能 
性 は 壮大 で ある こと を 、 思い 出し て くだ さい 。 そし て その 可能 性 
は 、 あな た が た が 人 間 の 生活 と 結び つけ て 来 た 、 ど ん な 尺度 の 上 
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限 を も 超え ます 。 あ な た が た の 意識 の 可能 性 の こと で す 。 


私 た ちの 到着 


あと 数 時 間 で 、 私 た ち は ク ウォ ンタ ム ・ リ ー プ 駅 へ 到着 いた し ま 
す 。 あな た が 人 荷物 を 置い て いる か も 知れ な い 、 頭 の 上 の 棚 を 忘 
ず に ご 確認 くだ さい 。 それ か ら 、 荷物 が 中 で 移動 し て いる か も 知 
れ ま せん の で 、 棚 を 開け る 際 は ご 注意 くだ さい (トバ イア ス が 、 
飛行 機 の 添乗 員 に よる お 決ま り の フレ ー ズ を 言い 換え て いる の 
で 、 多 く の 笑 ) 。 荷物 が いく つか 、 転がり 落ち て 来る か も 知れ ま 
せん よ 。 座席 と 、 す べ て の 棚 と 、 あ な た の 周り の 客室 を 、 く まな 
く 確認 し て くだ さい 。 それ か ら 、 お 願い で すか ら 、 自分 の 荷物 だ 
け を 持っ て くだ さい 。 お 分 か り で すか 、 人 間 の 荷物 は だ いた い 、 
どれ も 同じ よう に 見 えま す の で ( 笑 ) 、 ほとん ど は 、 あ な た の も 
の で は あり ませ ん 。 も し 他 の 人 た ちの バッ グ を 、 引き 取っ て し ま 
つた ら 、 あ な た は 彼ら が 、 彼 ら の 意識 の 中 で 変化 を 経験 する の を 、 
否定 する こと に な る か も 知れ ませ ん よ 。 信じ て くだ さい 、 あな た 
は そん な も の は 欲し く あ り ま せん ( 笑 ) 。 あな た は も う 、 十 分 持 
つっ て 来 た の で す 。 


あな た の も の と 、 先 へ 進む た め に あな た が 選ん だ も の だ け を 、 持 
っ て 行っ て くだ さい 。 いく つか の も の に は 、 あな た の 印 が 付い て 
る か も 知れ ませ ん が 、 本 当 に そう だ っ た の で し ょ うか ? それ は 
本 当 に あな た な の で し ょ うか 、 そ れ と も 、 役 を 演じ て いた 、 た だ 
の 一 つの 相 な の で し ょ うか ? それ は 、 未 だ に あな た の 注意 を 引 
こう と し て いる 、 た だ の 一 つの 過去 の 生涯 だ っ た の で し ょ うか ? 
それ は 、 あな た が 未だ 忘れ られ な いか の よう に 見 える 、 他 の 人 や 
人 々 の グル ー プ に よっ て 、 あま り に も 深く 傷つけ られ た 、 あな た 
の 一 部 だ っ た の で し ょ うか ? で も シャ ー ン ブラ 、 あ な た が 選ぶ 
も の だ け を 持っ て 行き な さい 。 心 の 傷 を 持っ て 行く 必要 は あり ま 
せん 。 制限 を 持っ て 行く 必要 は あり ませ ん 。 私 た ち が ク ウォ ンタ 
ム ・ リ ー プ ・ エ クス プレ ス (特急 便 ) と 呼ぶ も の の 中 で は 、 そ れ 
ら は あま りう まく 働き ませ ん 。 重く て 、 時 代 遅 れ で 、 も う あ な た 
の 役に立た な い 人 荷物 は 、 持っ て 行か な いで くだ さい 。 そう いう も 
の を 、 一 緒 に 持っ て 行か な けれ ば いけ な い 、 と 思わ な いで くだ さ 
い 。 


そう で すね 、 あな た が た の 何人 か は も うす で に 、 この 次 に 来る 行 
程 の 計画 を 立て て いま す 。 クウ ォ ン タム ・ リ ー プ ・ エ クス プレ ス 
は 、 メ キン コ 州 タオ ス の 、 山岳 地方 の 夏時間 の 今夜 0 時 に 、 出発 
し ます 。 こ の 旅 に 必要 な も の だ け を 、 持 っ て 来 て くだ さい 。 


さて 、 あ な た が た の 何人 か は 考え て いま す 。「 え えと 、 こ の アク 


セ サ リ ー は 全部 必要 に な る わ 。 化 粧品 が 必要 に な り そ う ね ( 笑 ) 。 

着替え の 洋服 は 全部 、 必要 よ 。 友達 に あげ る プレ ゼン ト が いろ い 
ろ 必 要 に な る し 、 クレ ジッ ト ・ カ ー ド で 使え る お 金 が 入り 用 に な 
る わ ね 。 だ っ て 、 市 長 が 、 ク レジ ッ ト ・ カ ー ド が 必要 だ っ て 言っ 
て た も の 。 (オー プ ニ ン グ ・ セ レモ ニー の 、 ニ ュー メキ シコ 州 タ 
オス 市 長 か ら の 祝辞 に トバ イア ス が 言及 し た た め 、 大 笑い ) 」 


あな た は 、 紙幣 や 、 預金 や 、 前 の 夫 や 、 子供 や 、 そ うい う 残 り の 
すべ て の も の が 必要 だ 、 と 考え る で し ょ う 。 で も 、 そ うす る 前 に 、 
ここ で 立ち 止ま り ま し ょ う 、 ヨハ ム 。 今 こ こ で 立ち 止ま り ま し ょ 
う 。 あの 深い 呼吸 を 一 緒 に し まし ょ う 。 本 当 に 必要 な も の は 、 何 
で すか ? 多く あり ませ ん 。 そん な に 多く あり ませ ん 。 あな た が 
学ん で 来 た こ と 、 え え 必 要 で す 。 あ な た の 知恵 、 も ちろ ん で す 。 
その 新しい スー ツ 、 あな た が 最近 試着 し て 、 仕立 て を 頼ん で いる 
や つ 、 私 た ち が 新 し い エ ネル ギー と 呼ぶ も の 、 お そら く は 。 持っ 
て 来 た 方 が いい で すね ー クウ ォ ン タム ・ リ ー プ ・ エ クス プレ ス 
の 中 で 、 裸 の あな た を 見 た く は あり ませ ん か ら ( 笑 ) ! 


で も 、 私 た ち が 、 古 い エ ネル ギー の 人 間 の 列車 の 終点 に 、 と て も 、 
と て も 近づく 中 で 、 た っ た 今 、 見 て み ま し ょ う 。 本 当 に 必要 に な 
る も の は 、 何 で し ょ う ? 決め る の が と て も 難し いで すね 、 え え 、 
あな た は まだ 、 あ る 程度 、 古い エネ ルギー の 、 人 間 の 脳 の 中 に い 
る の で すか ら 。 あな た が た は まだ 、 古い エネ ルギー の 用 語 で 考え 
て いま す 。 あな た が た は 、 こ の 地点 に 来る まで の 旅 が どん な だ っ 
た か 、 考え て いま す が 、 前 進 す る こと が どん な 風 に な る の か 、 本 
当 に 分 か ら な いで いま す 。 あな た が 必要 と する も の だ け 、 持っ て 
来 ま し ょ う 。 


この 列車 が 、 今夜 駅 に 着く 時 、 あ な た は クウ ォ ン タム ・ リ ー プ ・ 
エク スプ レス に 乗り 込む こと を 、 求め ら る こと は あり せん 。 好き 
な 間 だ け 、 駅 に 留まっ て いら れ ま す 。 引き 返す こと は で きま せん 
ー 戻り の 列車 は な いで す ( 笑 ) 。 す べ て の 列車 が 前 へ 進み ます 。 
あな た は 好き な だ け 、 駅 に 留まっ て 良い の で す 。 た ぶん 、 他 の グ 
ルー プ の 人 た ち が 、 遅かれ 早かれ や っ て 来 て 、 あ な た を その グル 
ー プ に 、 入 れ て くれ る で し ょ う 。 あ る い は 、 今 夜 私 た ちと 一 緒 に 、 
クウ ォ ン タム ・ リ ー プ する こと も で きま す 。 


お っ と 、 私 た ち は 列車 に 乗る ん じゃ あり ませ ん 。 私 た ち は 飛 行 機 
に 乗る の で も あり ませ ん 。 私 た ち は こ れ か ら 何 に 乗る の か 分 か り 
ませ ん 。 私 た ち は 知り ませ ん ! ( 笑 ) これ まで で 、 一 番 ボ ン ヤ 
リ し た 手がかり で は な いで すか (笑い と いく ら か 拍手 ) ! で も 、 
だ か ら 特 別 な の で は な いで し ょ うか ? それ が 、 あ りき た り じ ゃ 
と ころ で は な いで すか ! ? だ か ら こ そ 、 今夜 ベッ ド に 入っ て 、 
明日 の 朝 、 今 度 は 一 体 全体 、 何 に 乗っ た ん だ か 確か め た いと 思う 、 
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理由 に な る ん じゃ な いで し ょ うか ! ? (多く の 笑 ) 


何 千 も の シャ ー ン ブラ が 、 乗り 込む つも り で ある こと を 、 私 は 知 
っ て いま す 。 興奮 に 包ま れ た 何 干 も の シャ ー ン ブラ が 言い ます 、 
「 こ の 新しい エネ ルギー っ て 何だ ろう ? クウ ォ ン タム ・ リ ー プ 
つっ て 何 ? それ に よっ て 、 私 た ち は ど こ へ 向かう ん だ ろう ?」 
私 た ち も 分 か り ま せん 。 で も 今 、 私 に 言え る の は 、 ク ツ ミ 、 アダ 
マス ・ セ ント ・ ジ ャ ー メ イン 、 ト バイ アス 、 ク ァ ン ・ イ エン ( 観 
音 ) 、 そ し て 他 の 多く の 存在 が 、 今夜 、 あ な た が た と と も に いる 
と いう こと で す 。 


あな た が た は 独り で は あり ませ ん 、 シ ャ ー ン ブラ 。 


そし て 、 そ うな り ま す 。(And so it is.) 


translator: 渡邊 宗則 


クリ ム ゾ ン ・ カ ウン シル の トバ イア ス は 、 コロ ラド 州 ゴ ー ル デン の ジェ フ 
リー・ ホ ッ プ に より 提供 され て いま す 。 聖書 の トビ ト 記 か ら の トバ イア ス 
の 物語 は クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル の ウェ ブサ イト www. crimsoncircle. com で 
見 る こと が で きま す 。 ト バイ アス の 資料 は 、 世界 中 の ライ トワ ー カ ー と シ 
ヤーン ブラ 達 に 、1999 年 8 月 (トバ イア ス が 人 類 は 破壊 の 可能 性 を 脱し 

て 新しい エネ ルギー に 入っ た と 話し た 時 ) 以来 、 無 償 で 提供 され て いま す 。 


クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル は 、 新しい エネ ルギー に 入る 最初 の 人 々 に 含ま れる 
人 間 の 天使 の 世界 的 な ネッ トワ ー ク で す 。 彼ら が アセ ンション 状態 の 喜び 
と 挑戦 を 経験 する に 従い 、 彼 ら は 他 の 人 々 の 旅 を シェ アリ ング と 世話 と ガ 
イド に よっ て 支援 し ます 。 毎月 、7 万 人 を 越え る 訪問 者 が クリ ム ゾ ン ・ サ 
ー ク ル ・ ウ ェ ブ サイ ト を 訪れ 、 最新 の 資料 を 読み 、 自 ら の 経験 を ディ スカ 
ッ シ ョ ン し て いま す 。 


クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル は コロ ラド 州 デ ン バ ー 地 域 で 毎月 集まり が あり 、 そ 
こ で トバ イア ス は ジェ フリ ー・ ホ ッ プ を 通し て 、 最 新 の 情報 を 提供 し ます 。 
トバ イア ス は 、 彼 と 天界 の クリ ム ゾ ン ・ カ ウン シル の 他 の 存在 達 は 実際 に 
は 人 間 達 を チャ ネル し て いる と 述べ て いま す 。 ト バイ アス に よれ ば 、 内 側 
で それ を 経験 し な が ら 、 それ を 外側 か ら 見 られ る よう に 、 私 達 の エネ ル ギ 
ー を 読み 、 私 達 自 身 の 情報 を 翻訳 し て 私 達 に 戻し て いま す 。 クリ ム ゾ ン ・ 
サー クル の 集会 は 一 般 に 公開 され て いま す が 、 予 約 を し て いた だ いた ほう 
が いい で す 。 クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル は その 豊か さ を 世 界 中 の シャ ー ン ブラ 
の 開か れ た 愛 と ギフ ト を 通し て 受け 取り ます 。 


クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル の 究極 の 目的 は 、 内 な る スピ リ チ ュ アル な 目覚 め の 
道のり を 歩む 人 々 に 、 人 間 の ガイ ド 、 教師 と し て 奉仕 を せ す る こと で す 。 こ 
れ は 福音 伝道 の 任務 で は あり ませ ん 。 むし ろ 内 な る 光 は 、 人 々 を あな た の 
思い や り と 世話 を 求め 、 あ な た の ドア ステ ッ プ に 案内 する の で す 。 “ 剣 の 
橋 ” の 旅 に 船出 し よう と する 比類 な き 、 尊い 人 が あな た の と ころ に や っ て 
来る 時 、 あ な た は その 瞬間 に 何 を し 、 教え る べき か わか る で し ょ う 。 


も し 、 あ な た が これ を 読ん で いて 、 真 実 と 繋が り の 感覚 を 感じ る の な ら 、 
あな た は 本 当 に シャ ー ン ブラ で す 。 あな た は 教師 で あり 、 人 間 の ガイ ド で 
す 。 神 性 の 種 を 、 こ の 瞬間 に 、 あ な た の 内 で 花 開 か せ 、 そ し て いつ も や っ 
て 来 さ せ て くだ さい 。 あな た は 決し て 一 人 きり で は あり ませ ん 。 世界 中 に 
ファ ミリ ー が いて 、 あ な た の 周り の 領域 に も 天使 達 が いる か ら で す 。 


どう ぞ 、 この テキ スト を 非 商業 ベー ス 、 無償 ベー ス で 自由 に 配布 し て くだ 
さい 。 ど うか 情報 は 完全 に 含め る と と も に 、 これ ら の 脚注 も 含め て くだ さ 
い 。 他 の すべ て の 利用 に つい て は 、 コ ロラ ド 州 ゴー ルデン の ジェ フリ ー・ 
ホッ プ に よる 書面 の 同意 が 必要 に な り ま す 。 


コピ ー ラ イト 2007 ジェ フリ ー・ ホ ッ プ コロ ラド 州 ゴ ー ル デン 80403 
私 書 箱 7328 E ビ メール Tobias@crimsoncircle.com この メー ル ア ド レ 
ス は 、 ス パム ロボ ッ ト か ら 保 護 さ れ て いま す 。 ア ドレ ス を 確認 する に は 
JavaScript を 有効 に し て くだ さい 著作 権 所 有 クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル 
に つい て の より 詳し い 情 報 は email@crimsoncircle.com この メー ル ア ド 
レス は 、 スパ ムロ ボッ ト か ら 保護 され て いま す 。 アド レス を 確認 する に は 
JavaScript を 有効 に し て くだ さい まで メー ル く だ さい 。 


